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品
川
区
を
舞
台
と
す
る
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
・
殺
人
事
件
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

東
京
都
品
川
区
に
所
在
し
た
北
朝
鮮
秘
密
工
作
組
織
ユ
ニ
バ
ー
ス
・
ト
レ
イ
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
（
在
日
本
朝
鮮
人
総
聯
合

会
（
朝
鮮
総
連
）
第
一
副
議
長
だ
っ
た
金
炳
植
氏
が
設
立
）
を
舞
台
に
昭
和
四
十
九
年
に
発
生
し
た
、
日
本
人
女
性
渡
辺
秀
子

さ
ん
と
子
の
高
敬
美
さ
ん
・
高
剛
さ
ん
姉
弟
の
拉
致
事
件
（
い
わ
ゆ
る
姉
弟
拉
致
容
疑
事
案
）
に
つ
い
て
、
次
の
質
問
に
答
え

ら
れ
た
い
。 

一 

警
察
庁
は
、
高
敬
美
さ
ん
と
高
剛
さ
ん
に
つ
い
て
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
行
為
が
あ
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
が
、
渡
辺
秀
子

さ
ん
を
拉
致
被
害
者
と
認
定
し
て
い
な
い
。
渡
辺
秀
子
さ
ん
は
、
北
朝
鮮
工
作
員
に
よ
っ
て
日
本
国
内
で
殺
害
さ
れ
た
と
の

証
言
も
聞
く
。
警
察
庁
は
、
渡
辺
秀
子
さ
ん
は
殺
害
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
み
る
か
。 

二 

平
成
十
九
年
四
月
に
警
視
庁
は
、
ユ
ニ
バ
ー
ス
・
ト
レ
イ
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
に
つ
い
て
参
考
人
と
し
て
事
情
を
聴
く
た

め
、
朝
鮮
総
連
の
徐
萬
述
議
長
（
当
時
）
と
許
宗
萬
責
任
副
議
長
（
現
議
長
）
、
南
昇
祐
副
議
長
の
三
名
に
、
書
面
で
出
頭

を
要
請
し
た
が
、
三
名
は
応
じ
た
か
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
れ
ば
答
え
ら
れ
た
い
。 

三 

朝
鮮
総
連
最
高
幹
部
三
名
が
前
項
の
出
頭
要
請
に
応
じ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
事
案
の
重
大
性
に
鑑
み
、
現
在
も
在
職
中

の
二
名
が
出
頭
す
る
ま
で
粘
り
強
く
説
得
を
続
け
、
事
情
を
聴
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 



 

２ 

 

四 

警
察
庁
は
高
姉
弟
拉
致
の
主
犯
で
あ
る
北
朝
鮮
工
作
員
・
洪
寿
惠
こ
と
木
下
陽
子
容
疑
者
に
つ
い
て
、
逮
捕
状
の
発
付
を

得
て
国
際
手
配
を
行
う
と
と
も
に
、
外
務
省
を
通
じ
て
、
北
朝
鮮
に
対
し
、
身
柄
の
引
き
渡
し
を
要
求
し
て
い
る
。
木
下
容

疑
者
は
、
昭
和
五
十
二
年
六
月
二
十
七
日
に
帰
化
許
可
を
受
け
て
日
本
国
籍
を
取
得
し
て
い
る
が
、
国
籍
法
が
定
め
る
素
行

善
良
の
要
件
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
詐
欺
に
基
づ
き
帰
化
許
可
処
分
が
行
わ
れ
た
と
い
え
る
。
政
府
は
、
捜
査
の
結
果
、
木

下
容
疑
者
が
現
在
北
朝
鮮
国
籍
を
有
し
、
工
作
活
動
に
悪
用
す
る
目
的
で
詐
欺
に
よ
る
帰
化
許
可
申
請
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
は
、
木
下
容
疑
者
へ
の
帰
化
許
可
処
分
を
取
消
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
如
何
。 

五 

読
売
新
聞
の
平
成
十
九
年
四
月
二
十
六
日
付
社
説
に
よ
れ
ば
、
ユ
ニ
バ
ー
ス
・
ト
レ
イ
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
の
関
係
者

が
、
在
日
朝
鮮
人
を
親
族
に
持
つ
若
者
な
ど
「
三
十
人
ほ
ど
を
拉
致
し
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。
一
つ
の
工
作
拠
点
だ
け
で

三
十
人
も
拉
致
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
全
体
で
相
当
な
規
模
で
あ
る
と
推
認
で
き
る
。
現
在
、
高
姉
弟
を
含
め
て
十
九
名
が

拉
致
被
害
者
と
認
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
多
数
の
拉
致
被
害
者
が
存
在
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
如

何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


